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農業の競争力強化のためには

｢スマート農業｣の開発・実装が

急務である。

なぜ？
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農林水産業に お け る課題
機械化が難しい

手作業、危険、きつい作業が未だ多い
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農林水産業に お け る課題
多くの雇用労働力に依存
労働力の確保が困難に
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農業者の減少、1人あたり面積の拡大
規模の限界を打破する技術革新

農林水産業に お け る課題
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農林水産業に お け る課題
熟練者でなければできない作業が多い

若者や女性の参入の妨げに



スマート農業とは何か？
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先端技術

人工知能

農業技術

ＩｏT

ロボティクス

ビッグデータ

スマート農業＝｢先端技術｣✕｢農業技術｣

匠の技

栽培管理

農機の操縦
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・ ロボットトラクタやスマホで操作する水田の水管理システムなど、先端技術による作業の自動化
により規模拡大が可能に

・ 熟練農家の匠の技の農業技術を、ICT技術により、若手農家に技術継承することが可能に

・ センシングデータ等の活用・解析により、農作物の生育や病害を正確に予測し、高度な農業経
営が可能に

「農業技術」× 「先端技術」

スマート農業

我が国の農業の強み 先端技術

スマート農業の効果

作業時間を４割削減

ロボットトラクタ ドローン

ほ場全体のセンシングデータを
基に適正な施肥・防除

アシストスーツ

従来の半分の力で持ち上
げ動作が可能

・ 気候や土壌などの地域特性に対応した匠の技

・ 全国各地の地域性を反映した、多種多様で美味
しい品目、品種

・ 消費者ニーズに即した安全安心な農産物

無人化作業体系

熟練農業者が摘果した果実

熟練
農業者

新規
就農者

新規就農者等の学習、指導に活用

ICT技術による
形式知化

対価

8



・苗半作と言われるほ
ど苗作りは重要
・育苗せず、直接播
種する方法もあり
（労働時間やコスト
の縮減になるが、収
量は低下）

育苗 耕起・代かき 田植え 収穫

２．８時間

水 稲 の 主 な 作 業 フ ロ ー
管理作業

(防除、水管理、畦畔除草など）

【労働時間（10a当たり）】

３．３時間 ３．０時間 ０．５時間 ７．６時間 ２．９時間

（防除(農薬散布等)） (水管理、畦畔除草、見回り等）

・ほ場を均平に整地
・凸部があると雑草
が繁茂
・移植の２～３日前
に作業

・機械を操作し、まっ
すぐに移植するには
熟練が必要
・通常、機械を操作
する人と、苗を補給
する人の二人一組
で作業

・日頃から稲を観
察し、病害虫の
発生に留意
・農薬の飛散（ド
リフト）にも留
意が必要

・生育ステージや
気温に応じた、
日々の細やかな
水位調整が必
要
・夏場の畦畔除
草も大きな負担

・適期に収穫しないと
品質や収量が低下
・収穫適期は短いが、
夜間作業やほ場が
ぬかるむと作業が困
難

ドローンによる直
接播種も可能

無人走行トラクター
で超省力、規模拡大

無人走行田植機で
誰でもたった一人
で田植えが可能

自動航行ドロー
ンでセンシングし、
ピンポイントで農
薬散布

遠隔からスマホ
で自動水管理
ルンバで草刈り

自動走行コンバインで
昼夜を問わず収穫可能

スマート農業がもたらす変化
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水田の水管理の遠隔・自動制御

ドローンを活用したセンシング・精密管理

農業機械の自動化

自動走行トラクター

自動走行田植機

今後展開するスマート農業

水管理の作業時間を
80％ 削減

きめ細かな施肥の実現で、
食味向上 による
高付加価値化・ブランド化
に寄与
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ジャパンブランド
の海外展開

集積された農地での大規模生産

超省力化により
これまでにない大規模経営を実現

意欲ある新規就農者等の確保

農作業の技術習得が容易になり、
農業の新たな担い手・労働力を確保

世界と勝負する農産物を生産

高品質で信頼される農産物を
安定的に生産することで、

世界に冠たるジャパンブランドを世界に発信

スマート農業による農業の競争力強化
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スマート農業の推進は、

生産性向上への千載一遇のチャンス

課題先進産業の農業で、導入待ったなし。
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ただし、現時点では、大規模畑作等が中心。
→野菜、果樹、中山間地域対応等の空白領域
の開発が重要。
我が国の多種多様で高品質な生産をサポート

スマート農業の推進は、世界的潮流
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スマー ト農業の今後

｢専ら技術開発｣のフェーズから、
｢技術開発をしつつ、実証・普及・社会実装｣へ展開
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スマート農業の社会実装

現場へ本格普及はこれから。農家は様子見の状況。

技術や経営への効果を明らかにし、情報提供していく
ことが必要。
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先端技術を生産現場において、生産から出荷まで一気通貫とした体系として導入・実証し、技術や経

営の効果を明らかに。（全国６９カ所で実証予定）

耕起・整地 移植 水管理 収穫

自動走行トラクター 自動運転田植機 ほ場水管理システム
ドローンを活用した

適期収穫

経営管理システム 可変施肥トラクター ドローンを活用した
生育・病害虫モニタリング

重量野菜の自動収穫機

露
地
野
菜

水
田
作

要素技術を生産から出荷まで体系的に組み立てて
一気通貫で現場実証

経営管理 施肥 栽培管理 収穫
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スマート農業の実証事業



さらに生産性の飛躍的向上、
高品質な農産物の安定生産

などを実現するためには・・・・

様々なデータをフル活用
することが不可欠
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デ ー タ 活 用 の 必 要 性



しかしながら、現状では・・・

データはたくさんあるのに、
十分に活用できていない。

市況データ

土壌データ
農地データ気象データ

この画像は表示できません。

センサーデータ

？ ？

？ ？

？
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デ ー タ 活 用 の 現 状



データを集約し、
データの連携・共有を可能とする
農業データ連携基盤（WAGRI）を構築。

WAGRI

データを集約

WAGRI

データを連携

WAGRI

データを共有
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農業データ連携基盤の3つの機能



農業者が、
自分の望むサービスを選択・活用

できるようになる。

WAGRI

企業等

企業等
(農機メーカー、IT企業等)

様々なデータを提供

データを利用。新サービスを創出

農業者

最適なサービスを選択・活用

農業データ連携基盤（WAGRI）は ・・・

 データを保有する企業等と、
データを利用して農業者にサービスを
提供する企業等の、
企業等の間を橋渡しする役割を担う。

多くの企業等が活用することで、
サービスの充実や農業関連サービスの創出
を促す。
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農業データ連携基盤の役割と効果



何が変わるのか？

⇒ どの企業の農機、センサー等の
データであっても、自由に比較・
統合できるようになる。

⇒農業者の間で自由に情報のやり
取りができるようになる。
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農業データ連携基盤によって可能になること



今までは ・・・
昨年の収量データと栽培管理データ
を統合・解析しながら水管理や追肥を
実施。

過去の収量データ
(Ａ社の収量コンバイン)

生育状況のデータ
(Ｂ社のドローン)

水管理のデータ
(Ｃ社のセンサー)

WAGRI

⇒ 品質の向上、均質化
⇒ 資材コストの削減

農業データ連携基盤の効果
水稲の生育状況を揃えるために様々
なデータを統合して解析したくても、
農機やセンサーの企業が異なると
データを比較できない。
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データ連携基盤により変わる農業



今までは ・・・
使用するシステムに関係なく、自由
にデータを共有・比較しながら栽培
技術について検討。

農業データ連携基盤の効果

⇒ 産地全体のレベルアップ
⇒ 新技術の円滑な習得

地域の部会内で情報共有したくても、
全員が同じシステムを使っていないと
データの共有・比較が難しい。

ＤＣ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｄ

WAGRI
栽培コストや収量など

を共有・比較

※ 各種データの提供・共有・活用にあたっては、
関係者間でのルールに基づく合意形成が前提 23

データ連携基盤により変わる農業



１kmメッシュのきめ細かな気象データを活用することで、品
質に大きな影響を及ぼす収穫時の降雨を避けた的確な作
業判断が可能になる。

生育予測システムを活用することで、ほ場単位での生育ス
テージごとの予測日が表示でき、中長期の作業計画の策
定が容易になり、作業ピークの分散も可能になる。

(農業者が利用するアプリ画面例)

データ連携基盤により変わる農業
スマホでほ場ごとの営農に必要な様々なデータを確認
生産者同士でデータを共有・比較
→ 個人や地域の技術力の底上げ
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【データを活用したスマート農業の将来像】
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データ連携基盤により変わる農業



○今後は、WAGRIを生産のみならず加工・ 流通・ 消費にまで拡張した「スマートフードチェーンシステ
ム」 を構築。
○ニーズや需要に基づくスマート生産で、フードロスや労働時間を削減。

生産に加え、加工・流通・消費にまで拡張し、
「スマートフードチェーンシステム」を構築

公的データのオープン化

民間
企業

民間
団体

農研
機構 官公庁

（これまで）生産分野を中心とした取組 （今後）加工・流通・消費への拡張

加工・流通
データ

販売・市況
・消費データ

輸出関連
データ

製造・加工業者 流通業者

ICTベンダー 等

民間企業 民間団体 官公庁

小売業者

気象
API

農地
API

地図
API

土壌
API

生育予測
API

統計
API

センサ
API

農業データ連携基盤（WAGRI）

農 業 者 等

農機メーカー ICTベンダー ICTベンダー農機メーカー

WAGRIを通じてデータ・システムを取得し、新たなサービスを提供
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スマートフードチェーン（データ連携基盤の拡張）



社会実装に向けた主な課題
ニーズを踏まえた研究開発

コストの低減

○ 様々な地域や品目に対
応したスマート農業技術の開
発（中山間や野菜・果樹向け
等）

○ 共同利用等のシェリング
による効率的な利用体系の
推進
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社会実装に向けた主な課題
人 材 育 成

○ スマート農業実証事業の
成果の横展開

○ 全国の農業大学校でスマ
ート農業をカリキュラム化
（毎年1,000名が就農）

○ 都道府県普及組織等の
現場指導者を育成し、農業者
の相談窓口を設置
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29

社会実装に向けた主な課題
環 境 整 備

○ 自動走行農機等の導入、
利用に対応した農地整備

○ 農業・農村におけるＩＣＴ
利活用の基盤となる情報ネッ
トワーク環境整備の推進

○ 自動走行農機の遠隔監
視やほ場間移動に向けた課
題や規制の洗い出し



2025年までに農業の担い手のほぼすべてがデータを活用した農業を実践
（未来投資戦略2018）

・新技術の実装によって実現を
目指す農業経営の将来像を明
確化

① 農業経営の将来像 ② 各技術毎のロードマップ ③ 技術実装の推進方策

・各技術の開発、実証、普及を
どう進めていくのかのロード
マップを作成

・技術実装を促進するデータ連携
の仕組みや経営者教育等の取組
を強化する方策

(例)○○技術を導入した稲作経営の将来像 （例）記載される技術 （例）方策の例

・農業データ連携基盤への参加企業の拡大
・新技術実装の主体となる経営体の育成
・農業高校等でのスマート農業教育
・規制・制度面における環境の整備
・現場実装のためのマッチングの推進

等

プログラムの構成（案）

目標

目標の達成に向けて、必要な取組やその進め方等を定めた「農業新技術の現場実装推進プログラム」（仮称）を策定

単収 労働時間
(現在) 550kg/10a 25h/10a

○○kg/10a ○○ｈ/10a 

○自動運転トラクタ

○農業用ドローン

○自動収穫ロボット
新技術
実装後

2019年夏までに「プログラム」を決定。30

「農業新技術の現場実装推進プログラム」の策定



世界に誇る

我が国の

先端技術

世界トップレベルの
データ駆動型スマート農業の実現

若者にも魅力的な新しい形の農業を！

農業技術

のデータ化
×

ＷＡＧＲＩ

の実装
×

31

最後に、



以下、参考資料
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農業分野における課題

資料：「2015年農林業センサス」

農業就業人口の年齢構成（平成27年）

○ 農業分野では、担い手の減少・高齢化の進行等により労働力不足が深刻な問題。
○ 農畜産業分野の有効求人倍率は全産業平均を上回っており、農業の成長産業化に必要な人材が不足。

※農業就業人口：15歳以上の農業世帯員のうち、調査期日前１年間に農業のみに従事した者
又は農業と兼業の双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い者。

○ 農業就業人口 414万人（平成7年）
→ 210万人（平成27年）

3

農畜産業分野の有効求人倍率（平成24～28年）

資料：厚生労働省 「職業業務安定統計」

養畜作業員

農耕作業員

全産業平均
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各国の農業従事者の年齢構成

基幹的農業従事者は年々高齢化が進行しており、
主要国と比較しても突出。

出典： 英仏独蘭は、EUROSTAT（2015）：農業に従事した世帯員
米は、米国農務省「2012年農業センサス」：農業に従事した世帯員
日は、農林水産省「2015年農林業センサス」：基幹的農業従事者
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グラフデータ (3)

		

				英国 エイコク

				年齢 ネンレイ		割合(%) ワリアイ

				25歳未満 サイミマン		9.6

				25-49歳 サイ		36.2

				50-64歳 サイ		34.3

				65歳以上 サイイジョウ		19.8

				合計 ゴウケイ		99.9		※ラウンドの関係 カンケイ

				フランス

				年齢 ネンレイ		割合(%) ワリアイ
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				25-49歳 サイ		47.0

				50-64歳 サイ		43.1

				65歳以上 サイイジョウ		3.0
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				25歳未満 サイミマン		9.1
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				50-64歳 サイ		40.3

				65歳以上 サイイジョウ		9.2

				合計 ゴウケイ		100.1		※ラウンドの関係 カンケイ

				オランダ

				年齢 ネンレイ		割合(%) ワリアイ

				25歳未満 サイミマン		16.5

				25-49歳 サイ		38.4

				50-64歳 サイ		35.9

				65歳以上 サイイジョウ		9.3

				合計 ゴウケイ		100.1		※ラウンドの関係 カンケイ

				米国 ベイコク

				年齢 ネンレイ		割合(%) ワリアイ

				25歳未満 サイミマン		1.5

				25-54歳 サイ		41.5

				55-64歳 サイ		28.2

				65歳以上 サイイジョウ		28.8

				合計 ゴウケイ		100.0

		出典 シュッテン		英仏独蘭は、EUROSTAT (2015) エイフツドクラン

				米は、米国農務省「2012年農業センサス」：農業に従事した世帯数 ベイベイコクノウムショウネンノウギョウノウギョウジュウジセタイスウ

				※米国は前回と同じ数値 ベイコクゼンカイオナスウチ





日本（2015農林業センサス）

								９　世帯員 セタイイン

								（12）年齢別の基幹的農業従事者数（自営農業に主として従事した世帯員のうち仕事が主の世帯員数） ネンレイベツキカンテキノウギョウジュウジシャスウジエイノウギョウシュジュウジセタイインシゴトシュセタイインスウ

																																														単位：人 タンイニン

		コード
農業地域 ノウギョウチイキ		地域名称 チイキメイショウ		行番号 ギョウバンゴウ		男　女　計 オトコオンナケイ

								計 ケイ				15 ～ 19歳 サイ		20 ～ 24				25 ～ 29		30 ～ 34		35 ～ 39		40 ～ 44		45 ～ 49				50 ～ 54		55 ～ 59		60 ～ 64				65 ～ 69		70 ～ 74		75 ～ 79		80 ～ 84		85歳以上 サイイジョウ

										～25						25～49												50～64								65～

		Ａ０００		全国 ゼンコク		1		1 753764		7499		771		6728		169995		17106		26629		34446		41585		50229		444198		76662		125460		242076		1 132072		304826		283371		272243		186158		85474

		Ｂ００１		北海道		2		89228				121		1263				2975		4198		5173		5707		6246				8414		10434		13397				11180		8102		6564		3824		1630

		０００２		都府県 トフケン		3		1 664536				650		5465				14131		22431		29273		35878		43983				68248		115026		228679				293646		275269		265679		182334		83844

		１０１０		東北 トウホク		4		314957				120		1070				2585		4188		5161		5704		7361				13360		25104		51314				57088		50391		49172		30816		11523

		２０２０		北陸 ホクリク		5		103512				38		225				557		907		1179		1368		1635				2644		5155		13903				21168		20076		18189		11515		4953

		３０３０		関東・東山 カントウヒガシヤマ		6		411170				180		1437				3968		6115		8154		10044		11971				17238		28630		56413				70386		65939		63136		44673		22886

		３０３１		北　　関　　東 キタセキヒガシ		7		167652				77		644				1686		2761		3564		3997		4629				6928		12393		25143				29428		25927		25261		17228		7986

		３０３２		南　　関　　東 ミナミセキヒガシ		8		145894				67		531				1573		2336		3186		4162		4899				6894		10518		20263				24916		22225		21370		14988		7966

		３０３３		東　　　　　山 トウサン		9		97624				36		262				709		1018		1404		1885		2443				3416		5719		11007				16042		17787		16505		12457		6934

		４０４０		東海 トウカイ		10		163810				48		398				1219		1944		2752		3759		4386				6429		10094		19284				27843		28025		26848		19719		11062

		５０５０		近畿 キンキ		11		121849				30		330				875		1387		1948		2665		3175				4726		7530		15807				23098		21224		18828		13646		6580

		６０６０		中国 チュウゴク		12		135910				27		197				510		874		1105		1395		1494				2444		5280		15549				26342		25770		25316		19529		10078

		６０６１		山　　　　　陰 ヤマカゲ		13		43556				11		75				207		301		403		433		459				830		1912		5480				8427		7610		8059		6247		3102

		６０６２		山　　　　　陽 ヤマヨウ		14		92354				16		122				303		573		702		962		1035				1614		3368		10069				17915		18160		17257		13282		6976

		７０７０		四国 シコク		15		104429				40		296				775		1396		1916		2410		2747				4064		6836		13936				19422		16984		16434		11694		5479

		８０８０		九州 キュウシュウ		16		291152				157		1444				3463		5346		6688		8016		10544				16188		24456		39625				45836		44536		45269		29028		10556

		８０８１		北　　九　　州 キタキュウシュウ		17		196952				114		1023				2392		3667		4558		5410		7204				10752		16144		27155				32344		30472		29720		19035		6962

		８０８２		南　　九　　州 ミナミキュウシュウ		18		94200				43		421				1071		1679		2130		2606		3340				5436		8312		12470				13492		14064		15549		9993		3594

		９０９０		沖縄 オキナワ		19		17747				10		68				179		274		370		517		670				1155		1941		2848				2463		2324		2487		1714		727

		Ｂ００１		北海道		20		89228				121		1263				2975		4198		5173		5707		6246				8414		10434		13397				11180		8102		6564		3824		1630

		１１０２		青森		21		58222				34		311				729		1164		1375		1662		2302				3724		5907		9161				9743		8246		7642		4663		1559

		１１０３		岩手 イワテ		22		59162				12		169				393		617		805		898		1180				2171		4180		8817				10350		10022		10090		6797		2661

		１１０４		宮城 ミヤギ		23		41790				13		137				316		574		653		685		798				1572		3334		7370				7798		6506		6479		3957		1598

		１１０５		秋田		24		44886				14		119				316		504		635		711		869				1586		3244		7669				9124		7615		6978		4097		1405

		１１０６		山形		25		45821				17		193				443		760		901		893		1113				2129		3945		7910				8156		6862		6786		4185		1528

		１１０７		福島		26		65076				30		141				388		569		792		855		1099				2178		4494		10387				11917		11140		11197		7117		2772

		３１０８		茨城 イバラギ		27		76821				41		305				754		1267		1589		1768		2111				3184		5448		11311				13627		12464		11786		7705		3461

		３１０９		栃木 トチギ		28		52914				17		178				527		813		1142		1249		1388				2109		4094		8588				9624		7712		7718		5263		2492

		３１１０		群馬 グンマ		29		37917				19		161				405		681		833		980		1130				1635		2851		5244				6177		5751		5757		4260		2033

		３１１１		埼玉 サイタマ		30		50812				24		133				416		667		942		1190		1411				1865		3133		7227				9051		8174		8070		5565		2944

		３１１２		千葉		31		65099				30		247				730		1039		1481		1873		2117				3183		4969		9278				11631		9984		9369		6205		2963

		３１１３		東京		32		9681				1		37				159		222		266		408		507				747		920		1181				1198		1137		1182		1024		692

		３１１４		神奈川 カナガワ		33		20302				12		114				268		408		497		691		864				1099		1496		2577				3036		2930		2749		2194		1367

		２１１５		新潟		34		62368				27		169				417		673		815		925		1136				1874		3643		9121				12108		11220		10957		6535		2748

		２１１６		富山		35		15185				1		21				41		79		126		147		176				216		455		1690				3559		3431		2727		1814		702

		２１１７		石川 イシカワ		36		11794				5		18				52		95		133		172		188				308		546		1423				2682		2513		1909		1252		498

		２１１８		福井		37		14165				5		17				47		60		105		124		135				246		511		1669				2819		2912		2596		1914		1005

		３１１９		山梨 ヤマナシ		38		24157				10		42				127		220		279		433		581				875		1601		2957				4034		4233		3958		3009		1798

		３１２０		長野		39		73467				26		220				582		798		1125		1452		1862				2541		4118		8050				12008		13554		12547		9448		5136

		４１２１		岐阜		40		29687				3		73				142		240		319		409		476				710		1198		3092				5382		5736		5479		4100		2328

		４１２２		静岡		41		51235				15		105				378		640		874		1145		1275				2321		3944		6769				8441		7954		7827		5967		3580

		４１２３		愛知 アイチ		42		55332				21		175				570		873		1324		1867		2202				2813		3933		6422				8733		8724		8330		5988		3357

		４１２４		三重 ミエ		43		27556				9		45				129		191		235		338		433				585		1019		3001				5287		5611		5212		3664		1797

		５１２５		滋賀 シガ		44		11170				4		28				83		112		158		225		240				303		552		1503				2330		2308		1886		1052		386

		５１２６		京都 キョウト		45		17463				4		39				116		217		269		408		428				536		881		1955				3073		3132		2947		2280		1178

		５１２７		大阪		46		10702				2		23				76		126		167		237		319				421		699		1393				2047		1824		1611		1111		646

		５１２８		兵庫 ヒョウゴ		47		37018				9		69				173		285		440		551		656				1018		1934		4490				7480		6900		6183		4598		2232

		５１２９		奈良		48		12996				2		37				100		146		166		220		279				442		657		1811				2490		2264		2041		1568		773

		５１３０		和歌山		49		32500				9		134				327		501		748		1024		1253				2006		2807		4655				5678		4796		4160		3037		1365

		６１３１		鳥取		50		23435				7		40				122		201		237		256		265				518		1170		3212				4436		3888		4134		3272		1677

		６１３２		島根 シマネ		51		20121				4		35				85		100		166		177		194				312		742		2268				3991		3722		3925		2975		1425

		６１３３		岡山 オカヤマ		52		37715				9		62				144		235		294		406		468				711		1426		4246				7307		7485		7109		5222		2591

		６１３４		広島		53		31308				7		44				104		211		257		332		356				525		1085		3313				5984		6026		5764		4692		2608

		６１３５		山口		54		23331				-		16				55		127		151		224		211				378		857		2510				4624		4649		4384		3368		1777

		６１３６		徳島		55		22122				6		65				196		370		482		567		645				930		1708		3452				4210		3228		3116		2161		986

		６１３７		香川 カガワ		56		23892				3		40				85		164		249		302		295				508		1019		2851				4913		4332		4356		3179		1596

		６１３８		愛媛 エヒメ		57		35175				15		90				214		339		526		665		898				1314		2136		4544				6412		6056		5876		4160		1930

		６１３９		高知		58		23240				16		101				280		523		659		876		909				1312		1973		3089				3887		3368		3086		2194		967

		８１４０		福岡		59		45742				20		202				494		782		1083		1301		1683				2409		3567		6449				7974		7405		6693		4403		1277

		８１４１		佐賀		60		23966				13		90				280		485		589		641		843				1375		2134		3627				3911		3489		3547		2086		856

		８１４２		長崎		61		31719				27		217				481		680		740		932		1239				1975		2863		4375				4793		4611		4631		2980		1175

		８１４３		熊本 クマモト		62		65209				39		449				962		1426		1760		2111		2912				4137		5786		8906				10246		9509		9286		5670		2010

		８１４４		大分 オオイタ		63		30316				15		65				175		294		386		425		527				856		1794		3798				5420		5458		5563		3896		1644

		８１４５		宮崎 ミヤザキ		64		41682				26		225				549		888		1091		1229		1549				2588		3814		5587				6119		6031		6287		4111		1588

		８１４６		鹿児島 カゴシマ		65		52518				17		196				522		791		1039		1377		1791				2848		4498		6883				7373		8033		9262		5882		2006

		９０９０		沖縄 オキナワ		66		17747				10		68				179		274		370		517		670				1155		1941		2848				2463		2324		2487		1714		727

		９３００		関東農政局 カントウノウセイキョク		67		462405				195		1542				4346		6755		9028		11189		13246				19559		32574		63182				78827		73893		70963		50640		26466

		９４００		東海農政局 トウカイノウセイキョク		68		112575				33		293				841		1304		1878		2614		3111				4108		6150		12515				19402		20071		19021		13752		7482

		９５００		中国四国農政局 チュウゴクシコクノウセイキョク		69		240339				67		493				1285		2270		3021		3805		4241				6508		12116		29485				45764		42754		41750		31223		15557
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農業分野における課題

○ 大規模経営層への農地集積が進んでおり、100ha以上の経営体のシェア（数、集積面積）も増加。
○ 我が国の農業生産（経営面積、販売額）の占める割合は年々上昇している。

資料：農林水産省「農林業センサス」
注:１ 平成７年は10ha以上を細分化できないため、最上位層を「10ha以上」としている。
注:２ < >内の数値は、当該規模階層の経営体数である。

○ ５ha以上層の経営耕地の集積割合は20年間で
34％から58％へ増加している。
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組織経営体のシェア

資料：農林水産省「農林業センサス」をもとに作成
※ 組織経営体：複数世帯で事業を行う者（「家族経営体」に該当しない者）をいう。

○ 全農業経営体に占める組織経営体の割合は現在
2.4%だが、経営耕地面積では15.5%、販売金額で
は、約３割を占める。

【５ha以上：57.9％】

【５ha以上：43.3％】

【５ha以上：34.2％】

規模別の経営耕地面積の集積割合

１人当たり作業面積の限界を打破する技術革新が必要 35


Sheet1

		経営体 ケイエイタイ								単位：経営体 タンイ ケイエイタイ

						平成７年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン

				家族経営体 カゾク ケイエイ タイ		2,651,403		1,981,283		1,344,287

				組織経営体 ソシキ ケイエイタイ		27,496		28,097		32,979

		法人数 ホウジンスウ

						平成７年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン

				家族経営体 カゾク ケイエイ タイ		4,536		5,267		4,323

				組織経営体 ソシキ ケイエイタイ		13,240		13,869		22,778

		経営耕地面積 ケイエイ コウチ メンセキ

						平成７年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン

				家族経営体 カゾク ケイエイ タイ		3,970,051		3,450,137		2,917,513

				組織経営体 ソシキ ケイエイタイ		184,402		242,889		533,931

		農産物販売金額 ノウサンブツ ハンバイ キンガク

						平成７年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン

				家族経営体 カゾク ケイエイ タイ		753,035,675		655,606,075		497,944,700

				組織経営体 ソシキ ケイエイタイ		70,518,150		126,946,025		210,342,975

						平成７年 ヘイセイ ネン		17		27

				経営耕地 ケイエイ コウチ		4.4		6.6		15.5

				農産物販売金額 ノウサンブツ ハンバイ キンガク		8.6		16.2		29.7

				経営体数 ケイエイタイ スウ		1.0		1.4		2.4

				法人数 ホウジン スウ		74.5		72.5		84.0



法人数	

平成７年	17	27	74.482448244824482	72.475961538461547	84.048559093760375	経営耕地	

平成７年	17	27	4.4386589522134443	6.5769642564119506	15.469785979433537	農産物販売金額	

平成７年	17	27	8.5626643771583488	16.222054097101012	29.697393082549407	経営体数	

平成７年	17	27	1.0263918124572819	1.3982920104708914	2.3945265475224105	



経営耕地	

平成７年	17	27	4.4386589522134443	6.5769642564119506	15.469785979433537	農産物販売金額	

平成７年	17	27	8.5626643771583488	16.222054097101012	29.697393082549407	経営体数	

平成７年	17	27	1.0263918124572819	1.3982920104708914	2.3945265475224105	







○ 耕うん整地を無人で、施肥播種を有人で行う有
人-無人協調作業を実施（2018年市販化予定）

○ 慣行作業と比較した省力化効果や作業精度等
について検証するとともに、リスクアセスメントに
基づく安全性の評価を行う

システムの導入メリット

取組概要

○ １人で複数台（現状最大５台まで可能）のトラクターを
操作可能（オペレーター１人分の人件費を削減可能）

○ 限られた作期の中で１人当たりの作業可能な

面積が拡大し、大規模化が可能に

自動走行トラクター 北海道大学、ヤンマーなど（北海道岩見沢市）

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 「次世代農林水産業創造技術」において開発中

農業分野における先端技術の活用例（自動化）

ヤンマー（株）
機械名：ロボットトラクター[88～113馬力]
価 格：1,214～1,549万円
H30.10 販売開始
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農業分野における先端技術の活用例（自動化）

直線キープ機能付田植機 （株）クボタ

自動運転アシスト機能付コンバイン （株）クボタ

出典：（株）クボタWebサイトより

○ 直進キープ機能により落水しなくても田植えが可能に
○ 苗補給する際の補助者の省人化が可能に

（株）クボタ
機械名：ED8D-GS 8条植
価 格：約392万円～
H28.9 発売開始

○ オペレータが搭乗した状態での自動運転による稲・麦の収穫が
可能に

○ 収量センサでタンクが満タンになることを予測し、最適なタイミン
グで事前に登録しておいた排出ポイント（運搬用トラック）付近
まで自動で移動

（株）クボタ
機械名：WRH1200A
価 格：約1,697万円～（ベース機＋約173万円）

※１ 別途、GPSユニット（基地局）が必要
※２ GPSユニット（基地局）は既存のもので代用可

H30.12 発売予定
出典：（株）クボタWebサイトより
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遠隔監視基地局から１人で、別々の
ほ場で作業機をつけて自動走行する４
台のトラクターを操作するシステムを
開発中。

＜試験地＞千葉県柏市

＜要素技術＞ GPS等の衛星測位、
無線通信

遠隔監視基地局 ロボットトラクタ ほ場補助員

監視者

遠隔監視により１人で４台の自走走行トラクターを制御するシステム
農研機構、株式会社クボタ

2016年度補正予算「革新的技術開発・緊急展開事業
（経営体強化プロジェクト）(2017-19)」

概要

ほ場間移動を含む遠隔監視による無人自動走行
システムを2020年までに実現
［未来投資会議2018（平成30年６月閣議決定）］

目標

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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○ 直進と旋回の大幅な速度アップ
を可能とする自動操舵システムを
開発

○ 機体前方にRTK-GNSSのアンテナ

と受信機を備え、自機の位置を数
cmの測位精度で把握

取組概要

システムの導入メリット

○ 田植え作業と苗補給を１人で実現可能

○ 最高速度で植付作業を行っても熟練者並み
の直進精度が誰でも得られる

○ 人間とは違い疲れを知らないため、高い作
業精度を維持しながら能率向上が期待

○ 田植機に限らず農機全般の自動運転技術と
して活用が期待

無人作業中の自動運転田植機（自動旋回の様子）
内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）

「次世代農林水産業創造技術」において開発中

自動運転田植機 農研機構など

H31年度以降実用化

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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○ 水田水位などのセンシングデータを
クラウドに送り、ユーザーがモバイル
端末等で給水バルブ・落水口を遠隔ま
たは自動で制御するシステムを開発

システムの導入メリット

システム概要

出典：農研機構Webサイトより

水田の水管理を遠隔・自動制御化するほ場水管理システムの開発
(農研機構など）

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 「次世代農林水産業創造技術」において開発中

○ センシングデータや気象予測データ
などをサーバーに集約し、アプリケー
ションソフトを活用して、水管理の最適
化及び省力化をすることにより、水管
理労力を８０％削減、気象条件に応じ
た最適水管理で減収を抑制

（株）クボタケミックス
価 格：自動給水バルブ 15万円

自動落水口 12万円
基地局 20～30万円
通信費 3,000円/月

H30年3月 先行販売開始

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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和歌山大学

農業用アシストスーツ

システムの導入メリット

○ 10～30kg程度の収穫物の持ち上げ
作業で負荷を１／２程度に軽減

○ 持ち上げ運搬作業等の軽労化により、
高齢者や女性等の就労を支援

システムの導入メリット

○ トラクター・軽トラック等の機械作業の間に繰り返
される重量野菜の収穫やコンテナ移動等の腰への
負担を軽減し、運搬時間を約３割短縮
（着用したまま軽トラックの運転が可能）

ATOUN（パナソニック系ベンチャー）

○ 着脱のしやすさ、装着時の負担感の削減（さらなる軽量化）
○ 低コスト化

《 今後実現すべき技術要素 》

農林水産省の委託研究
プロジェクトにおいて開発

｢農業界と経済界の連携による先端モデル
農業確立実証事業｣において開発

ATOUN、和歌山大学など

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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リモコン式自走草刈機 三陽機器（株）

○ アーム式草刈機の技術と油圧・マイコン
制御の技術を組み合わせ、リモコン操作
可能な草刈機を開発

取組概要

システムの導入メリット

○ 人が入れない場所や急傾斜（最大傾斜４０°）
のような危険な場所での除草作業もリモコン操作
で安全に実施可能に

○ 軽量コンパクトで、軽四輪トラックでの移動が
可能

〇 作業効率は慣行作業の約２倍（3a/hr→6a/hr）

出典：三陽機器（株）Webサイトより

三陽機器（株）
価 格：約135万円
H30.4 発売開始

革新的技術創造促進事業（事業化促進）にて農研機構生研支援センターの支援のもと研究開発

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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無人草刈りロボット

○ 従来の乗用型草刈機（1台100万円程度）を最小限の機能に絞り込み、小型の無人草刈機として、
半額程度（50万円）となるよう開発。

○ これにより、規模拡大の障害となる雑草管理を自動化し、労働力不足を解消。

＜負担の大きい草刈りを無人化＞
（無人草刈機の作業性は乗用型草刈機と同等）

（現在の草刈り） （無人草刈機）
（イメージ）

ポイント②
・緩斜面の除草作業が
可能

・乗用型草刈機と比べ
て遜色ない能力

ポイント①
・作業時間が減る
ことにより削減

28年度補正予算「革新的技術開発・緊急展開事業」において開発中

産業技術総合研究所、太洋産業貿易（株）、（株）筑水キャニコム、など

H32年度以降実用化

農業分野における先端技術の活用例（自動化）
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高速・高精度にトマトを認識し、収穫ピーク時の人手業の代替え
により労働ピークを削減し、収穫作業の労働コストを３割削減

○これまで機械化できていなかった複雑な果菜類の収穫作業のロボット化を実現。

○AIを用いた画像認識により、収穫適期のトマトを収穫。

2015年度補正予算「革新的技術開発・緊急展開事業」(2016-2020)

AI（人工知能）とロボット技術を組み合わせたトマトの収穫ロボット
パナソニック株式会社等

概要

＜期待できる効果＞

畝内を走行しながら収穫すべき房を検出

アームを伸ばし、ロボットハンドで収穫

収穫ロボット：畝内を自動で収穫

かご台車：かご供給、収納

通信、連携

通路部分

温湯パイプ：収穫ロボットのレール＋施設内暖房

農業分野における先端技術の活用例（自動化＋AI）
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ほ場の低層リモートセンシングに基づく可変施肥技術の開発
ファームアイ(株)ほか

○ ドローンに搭載したNDVIカメラからのセンシ
ングにより、「ほ場のバラつき」をマップ化
○ データから可変施肥設計を行ない、可変の
基肥・追肥を実施。

システムの導入メリット

システム概要

○ 圃場の可視化による栽培の効率化、農機と
のデータ連動による省力化
○ 可変施肥による必要最小限の肥料での
最大の収量と品質の向上

ファームアイ(株)のリモートセンシング
基本料金：15万円（10haまで）、以降＋1.5万円／ha
H30.6月 サービス開始

薄← 葉色 →濃
(不良 生育状況 良）

水稲の葉色マップ例

農業分野における先端技術の活用例（センシング）
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○ 青森県のブランド米「青天の霹靂」は、衛星データ（画像）を基に、ほ場ごとの収穫最適日
等を通知するアプリケーションソフトを活用し、高品質な米を生産。

【タンパクマップ】
・タンパク質含有率を推定。施肥量
の最適化が可能に。

【土壌の肥沃度マップ】
土壌の肥沃度を推定。高品質米の生
産に適した水田の選定が可能に。

【収穫適期マップ】
収穫の最適日を提示。品質の良い状態で収穫が可能に。

 衛星画像から水田一枚ごと
に収穫時期を予想した「収
穫適期マップ」を作成。

 Webアプリ（携帯端末）でマッ
プを閲覧可能。

 食味の目安となる玄米タン
パク質含有率や土壌の肥沃
度もマップ化。生産指導でも
利用を推進。

取組概要

へきれき

農業分野における先端技術の活用例（センシング）

内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（次世代農林水産業創造技術）」（H26～28）等で研究実施 46



センサーは首輪のようなデザインで
装着しやすい

センサーにスマホを近づけると、牛
一頭一頭の疾病履歴や繁殖情報
が瞬時に表示される

牛の管理者同士で情報を共有でき
るので、作業の引継が容易

Color(センサー)

○ Farmnoteシリーズは、牛に装着したセンサーによりリアルタイムで牛の活動量を測定し、AI解析によって発情や疾
病兆候を検知して、スマホ等の端末に通知する牛の個体管理システム。 （株）ファームノート

Farmnoteを導入して発情発見率が1.5倍に向上しました！

農業分野における先端技術の活用例（センシング）
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○ 各種センサー情報（日射量、土壌水分量、
ＥＣ値、地温）を、ゼロアグリクラウドへ集約

○ ゼロアグリクラウド内で、かん水施肥量（液
肥供給量）を割出し、ゼロアグリ本体から自
動で供給し土壌環境制御を行う

システムの導入メリット

システム概要

○ 既存のパイプハウスでも導入が可能

○ 作物の生長に合わせたかん水施肥により、
収量や品質を向上

○ 自動供給により、かん水と施肥の作業時間
を大幅に軽減。

○ 新規就農者にも利用し易く参入が容易に

作物の生長に合わせ潅水施肥を自動実行する養液土耕システム（施設栽培）
ゼロアグリ （(株)ルートレック・ネットワークス）

「食料生産地域再生のための先端技術展開事業（H25～27）」で研究実施 出典：ルートレック・ネットワークス

「 ICT ＋ AI ＋ 栽培アルゴリズム 」

スマホ等からの供給量・濃度
変更、LINEによるプッシュ型の
栽培データの配信が可能

農業分野における先端技術の活用例（センシング）
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✓ 病害虫の発生状況を不慣れな生産者でも的確に把握が可能
✓ 早期診断・早期対応を可能とすることで、病害虫による被害の最小化を実現

ＡＩを活用した画像診断等により、病害虫被害を最小化する技術

被害リスクに応じた
対応を実施

○○病です。
危険度：中
5％減収リスク
があります。

次年度は、抵
抗性品種の利
用、輪作を推奨
します。

DNA増幅パターンや
遺伝子発現等

ビッグデータ化

AI
特徴量を抽出、学習

↓
診断、リスク分析、防除

メニュー

サ
ー
バ
ー
に
送
信

病害虫の発生状況や
遺伝子情報の取得

人工知能による病害虫
の診断、リスク分析

葉色、病斑等の外観データ等

CAAATCCTCACAGGC
CTATTCCTAGC．．．

生産者等への防除
対策の提供

携
帯
端
末
等
へ
送
信

診断結果、
リスク分析
結果、防除
メニューの
提供

29年度委託プロジェクト研究「人工知能未来農業創造プロジェクト」において開発中

農業分野における先端技術の活用例（病害判定）
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・みかんの摘果など、マニュアル化が困難とされてきた高度な生産技術を、ICTにより「見える化」し、技術の継承に活用。
・熟練農業者側もノウハウの提供で対価を得ることが可能に。

経験や口伝によって継承されてきた熟
練農業者の技術・判断の記録

熟練農業者が摘果した果実

学習支援モデルを作成し、新規就農者等
の学習、指導に活用

熟練
農業者

新規
就農者

ICT技術による
形式知化

なるほど！熟練農業者
はこういう果実を摘果し
ていたのか。

○ 新規就農者や若手農業者の技術習得のため、マニュアル化が困難とされてきた熟練農業者の「経験」や「勘」に
基づく「栽培技術」を「見える化（データ化）」し、学習支援システムを実用化。

品目 内容

ブドウ
ジベレリン処理、
剪定等（石川県
など）

ミカン
マルドリ栽培（三
重県など）

イチゴ
収穫・パック詰め
（長崎県など）

リンゴ
わい化栽培の

剪定（岩手県な
ど）

計10品目以上 計17府県で実施

農業分野における先端技術の活用例（形式知化）
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スマート農業を支える農業データ連携基盤の構築と更なる展開

○ 農業の担い手がデータを使って生産性向上や経営改善に挑戦できる環境を生み出すため、産学官の協業のもと、様々なデータ
を集約・統合する「農業データ連携基盤 (WAGRI)」 の構築を進めている（2017年12月プロトタイプ稼動、2019年4月から
本格運用）。

○ これまで、企業ニーズを踏まえて主に生産分野に係る公的データ（気象、農地、地図情報等）や農研機構の研究成果を
WAGRIを通じてオープン化。また、民間企業がデータを格納して複数企業等で共有・ビッグデータ化できる仕組みを構築。

○ 今後は、WAGRIを生産のみならず加工・ 流通・ 消費にまで拡張した「スマートフードチェーンシステム」 を構築。

生産に加え、加工・流通・消費にまで拡張し、
「スマートフードチェーンシステム」を構築

公的データのオープン化

民間
企業

民間
団体

農研
機構 官公庁

農水省や農研機構等が保有
するデータ等を、企業ニーズ等
を踏まえつつ、順次、WAGRI
を通じて提供

＜拡張が期待される技術・システム＞
○流通最適化を可能とするビッグデータの構築
○AIを活用した生産と需要のマッチング技術
○ニーズに対応した価格、量、品質、信頼性を担保
した農林水産物が供給できるICTプラットフォーム

（これまで）生産分野を中心とした取組 （今後）加工・流通・消費への拡張

加工・流通
データ

販売・市況
・消費データ

輸出関連
データ

製造・加工業者 流通業者

ICTベンダー 等

民間企業 民間団体 官公庁

小売業者

気象
API

農地
API

地図
API

土壌
API

生育予測
API

統計
API

センサ
API

農業データ連携基盤（WAGRI）

農 業 者 等

農機メーカー ICTベンダー ICTベンダー農機メーカー

WAGRIを通じてデータ・システムを取得し、新たなサービスを提供
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